
⑤
地
域
特
性
に
対
応
し
た
事
業
の
あ
り
方
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
と
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
か
ら
考
え
る

■
大
木
節
裕
・
竹
前
大

成
熟
都
市
に
お
け
る
事
業
の
あ
り
方

　
び
っ
し
り
と
す
き
間
な
く
埋
め
尽
く
さ
れ
た
既
成

市
街
地
。
ま
ち
を
ゆ
く
人
々
の
四
人
に
一
人
は
高
齢

者
、
か
つ
て
の
産
婦
人
科
の
診
療
所
の
一
室
は
高
齢

者
の
ミ
ニ
デ
ィ
ケ
ア
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ

れ
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て

い
る
。
ま
ち
の
中
に
は
、
小
回
り
の
き
く
デ
マ
ン
ド

バ
ス
が
走
り
、
坂
の
上
の
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
足

も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
成
熟
都
市
の
ま
ち
は
、
毛
細
血
管
の
循
環
が
良
く

な
け
れ
ば
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
だ
ろ
う
。
そ
の
地
域

の
課
題
を
き
め
細
か
く
捉
え
、
す
で
に
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
の
き
め
細
か
い
修
復
型
の
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
成
長
都
市
の
段

階
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
と
は
大
き
く
異
な
る
。
縦

割
り
型
の
単
一
の
機
能
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
投
下
し

て
い
く
公
共
事
業
の
手
法
は
、
成
長
期
の
都
市
に
は

適
し
て
い
て
も
、
成
熟
期
の
都
市
に
効
率
的
と
は
考

え
に
く
い
。
成
熟
期
の
事
業
は
、
地
域
ご
と
の
特
性

を
と
ら
え
た
、
多
目
的
利
用
が
可
能
で
柔
軟
な
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
地

域
の
実
情
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
空
間
的
に
も
、

時
回
的
に
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
決
め
方
が
可
能
と
な
る

地
域
主
導
の
仕
組
み
が
必
要
だ
（
注
１
）
。

　
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
総
合
補
助
金
」
、
横
浜

市
で
平
成
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
個
性
あ

る
区
づ
く
り
推
進
費
」
の
内
容
を
考
察
す
る
中
で
、
成

熟
都
市
に
お
け
る
地
域
特
性
に
対
応
し
た
地
域
主
導

型
の
事
業
費
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

２

欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
に
学
ぶ

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
費
の
考
え
方

①
―
欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
の
考
え
方

　
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
総

合
補
助
金
」
（
注
２
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｓ
Ｒ
Ｂ
「
単
一

再
生
予
算
」
（
注
３
）
は
、
中
央
政
府
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
の
た
め
に
設
け
て
い
る
総
合
補
助
金
で
あ

る
。
両
者
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
性
を
持
っ
て
い
る
。

①
衰
退
し
貧
困
等
の
困
難
な
課
題
を
抱
え
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
に
よ

る
自
立
的
な
再
生
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
国
の

補
助
金
の
仕
組
み
で
あ
る
。

②
縦
割
り
部
門
ご
と
に
使
途
を
限
定
さ
れ
た
補
助

金
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
な
課
題
に
応

じ
、
そ
の
地
域
の
優
先
度
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
総

合
的
・
複
合
的
な
支
出
が
可
能
で
あ
る
（
注
４
）
。

③
　
非
営
利
・
営
利
の
民
間
組
織
等
、
地
域
課
題
の

把
握
と
解
決
に
取
り
組
む
地
方
政
府
以
外
の
多
様
な

主
体
に
つ
い
て
も
補
助
金
の
配
分
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
困
難
地
区

の
再
生
は
行
政
主
導
で
は
効
果
が
薄
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
自
立
的
な
再
生
を
援
助
す
る
の
が
最
も
有
効

で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
な
積
み
重
ね
の
上
に
生
み
出

さ
れ
た
し
く
み
と
考
え
ら
れ
る
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
地
区
、
困
難
地
区
が
特
定
さ
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
事

態
に
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
き

め
の
細
か
い
多
目
的
な
支
出
が
可
能
と
さ
れ
る
事
業

費
、
行
政
の
み
で
な
く
多
様
な
主
体
が
そ
の
特
性
と

役
割
を
発
揮
し
て
課
題
解
決
に
当
た
る
「
持
ち
寄
り

型
」
の
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
成
熟
型
の
都
市

が
必
要
と
す
る
事
業
費
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。

②
―
配
分
の
手
続
き
―
重
点
化
の
根
拠

　
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
の
目
的

は
、
①
中
低
所
得
層
へ
の
支
援
、
②
ス
ラ
ム
ま
た
は

荒
廃
地
区
の
改
善
、
消
滅
、
③
健
康
や
安
全
を
脅
か

す
緊
急
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
三
つ
で
あ
る
。
州
及

び
地
方
政
府
へ
は
一
定
の
算
式
に
よ
り
配
分
さ
れ
る
。

州
お
よ
び
地
方
政
府
は
、
自
ら
実
施
す
る
こ
と
も
出

来
る
し
、
営
利
・
非
営
利
い
ず
れ
の
組
織
を
使
う
こ

と
も
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
一
九
九
七

１
―
成
熟
都
市
に
お
け
る
事
業
の
あ
り
方

２
―
欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
に
学
ぶ
地
域

　
　
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
費
の
考
兄
方

３
―
横
浜
市
の
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
Ｉ
そ
の
新

　
　
た
な
課
題

４
―
地
域
の
複
合
的
な
課
題
の
自
立
的
な
解
決
を
促
す

　
　
「
持
ち
寄
り
型
」
事
業
費
の
開
発

（
注
１
）
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
五
次
勧
告
（
平

成
十
年
十
一
月
十
九
日
）
で
、
「
統
合
補
助
金
」
と
い

う
新
し
い
制
度
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
で
は
、
統

合
補
助
金
の
タ
イ
プ
を
二
種
類
に
分
け
て
い
る
。
地
方

の
五
ヵ
年
の
中
期
計
画
に
よ
る
対
象
事
業
が
限
定
さ
れ

た
も
の
（
二
級
河
川
、
公
営
住
宅
等
）
と
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
等
一
定
の
目
的
の
た
め
の
各
種
補
助
事
業

が
あ
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
そ
こ
の
計
画
を
前
提
に
、

市
町
村
の
工
夫
に
も
と
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

　
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
出
て
き
た
、
こ
の
「
統
合

補
助
金
」
の
考
え
方
は
、
地
方
裁
量
権
の
確
保
と
い
う

意
味
で
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
あ
く
ま
で
、

縦
割
り
補
助
金
の
範
囲
の
中
で
の
優
先
順
位
が
地
方
の

一
定
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
市

民
の
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
地
域
主
導
の
事
業
費
と

は
、
隔
た
り
が
あ
る
。

（
注
２
）
（
C
o
m
m
u
n
i
t
y
　
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
　
B
l
o
c
k
　
G
r
a
n
t
の

略
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
総
合
補
助
金
」
（
平
成
十
年

度
横
浜
市
政
策
立
案
基
礎
調
査
資
料
集
）

（
注
３
）
S
i
n
g
l
e
　
R
e
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
　
B
u
d
g
e
t
の
略
　
同
右

（
注
４
）
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
は
、
住
宅

の
修
復
、
公
園
や
公
共
施
設
、
経
済
開
発
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
用
可
能
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｓ

Ｒ
Ｂ
は
、
地
域
住
民
の
雇
用
の
機
会
、
教
育
・
技
術
の

向
上
、
環
境
お
よ
び
住
宅
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
、

地
域
経
済
お
よ
び
企
業
支
援
、
犯
罪
、
薬
物
乱
用
へ
の

取
り
組
み
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
に

使
え
る
。
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年
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
市
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
（
上
記
の
目
的
に
沿
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
市

民
委
員
会
と
一
連
の
近
隣
広
聴
会
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
る
）
に
対
応
し
た
民
間
の
営
利
・
非
営
利
組

織
の
約
二
百
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
総
額
約
四
千
九
十

四
万
ド
ル
）
を
国
に
申
請
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
単
一
再
生
予
算
の
目
的
は
「
地
方
の

活
動
と
地
方
の
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
お
し
て
イ
ギ

リ
ス
全
土
に
わ
た
る
経
済
発
展
と
社
会
的
な
結
合
の

強
化
」
で
あ
る
。

　
提
案
者
は
、
政
府
事
務
所
に
対
し
て
申
請
を
行
う
。

新
規
財
源
の
約
八
〇
％
は
、
最
も
困
窮
し
た
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
総
合
的
な
活
動
に
向
け
ら
れ
る
。

「
困
窮
し
た
地
域
と
は
、
困
窮
度
を
示
す
四
つ
の
尺

度
（
注
５
）
　
の
う
ち
、
一
つ
以
上
に
つ
い
て
五
十
位

以
内
に
は
い
る
地
方
自
治
体
地
域
」
で
あ
る
。

　
総
合
的
再
生
活
動
計
画
は
、
「
明
確
な
役
割
分
担

の
も
と
に
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
全
面
支
援
」
「
ビ
ジ
ョ
ン
と
ニ
ー
ズ
と

優
先
度
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
関
係
者
間
で
共
有
さ

れ
た
総
合
的
な
地
域
再
生
戦
略
と
達
成
目
標
が
現
実

的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
条
件
と
な
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
総
合
補
助
金
」
は
、
地
域
側

の
発
意
と
合
意
に
も
と
づ
い
た
地
域
の
優
先
課
題
を

地
域
の
各
主
体
が
協
力
し
て
解
決
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

３

横
浜
市
の
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費

―
そ
の
新
た
な
課
題

①
―
横
浜
市
の
地
域
課
題

　
欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
総
合
補
助
金
の
背
景

に
は
、
階
層
社
会
が
も
た
ら
し
た
歴
然
と
し
た
地
域

間
格
差
と
い
う
問
題
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

貧
困
、
失
業
、
住
宅
、
教
育
な
ど
の
複
合
的
な
課
題

を
背
負
っ
た
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
再
生
に
は
、

総
合
的
な
目
的
を
も
つ
補
助
金
が
必
要
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
ほ

ど
所
得
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
地
域
間
の
格
差
は

深
刻
で
は
な
い
。
全
市
一
律
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

行
政
主
導
で
行
う
事
業
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
の

個
性
や
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
上
の
せ
実
施
し
て
、

よ
り
き
め
細
か
く
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
い

う
観
点
か
ら
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
が
制
度
化

さ
れ
た
。
し
か
し
、
経
済
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
へ
の
転

換
と
と
も
に
、
市
民
の
生
活
問
題
の
表
れ
方
は
地
域

に
よ
っ
て
そ
の
差
違
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
課
題
は
、

多
分
こ
の
先
様
々
な
地
域
事
情
に
お
い
て
多
様
化
、

深
刻
化
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
①
他
に
類
を
み
な
い
急

激
な
高
齢
化
と
介
護
問
題
の
発
生
、
②
急
激
な
産
業

構
造
の
転
換
お
よ
び
不
況
の
長
期
化
に
よ
る
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
雇
用
喪
失
、
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
、

③
自
営
・
零
細
事
業
や
既
存
商
店
街
の
衰
退
、
④
都

市
イ
ン
フ
ラ
と
住
宅
の
老
朽
化
等
。

　
福
祉
、
雇
用
、
地
域
経
済
、
住
宅
、
都
市
イ
ン
フ

ラ
、
防
災
等
の
複
合
的
な
地
域
課
題
が
現
出
す
る

地
域
は
少
な
く
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

昭
和
四
十
年
代
に
集
中
的
に
流
入
し
た
人
口
の
受
け

皿
と
な
っ
た
大
規
模
団
地
な
ど
は
、
既
に
少
子
・
高

齢
化
に
よ
る
複
合
的
な
問
題
が
発
生
し
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
雇
用
所
得
層
に
依
拠
し
て
き
た
個
人
市
民

税
の
減
少
と
福
祉
支
出
の
増
大
に
よ
り
公
共
資
源
の

優
先
、
重
点
配
分
が
一
層
求
め
ら
る
こ
と
は
、
必
須

特
集
・
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
④
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

の
状
況
で
あ
る
。
よ
り
投
資
効
率
の
良
い
（
一
石
二

鳥
の
）
事
業
費
の
執
行
と
多
様
な
執
行
主
体
へ
の
配

分
の
考
え
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
―
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
の
創
設
の
考
え
方

　
　
と
効
果

　
平
成
六
年
度
に
創
設
さ
れ
た
個
性
あ
る
区
づ
く
り

推
進
費
と
は
、
①
従
来
、
局
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
た

縦
割
り
予
算
の
一
定
部
分
を
一
本
化
し
て
各
区
が
実

情
に
応
じ
て
編
成
・
執
行
で
き
る
よ
う
に
し
、
②
従

来
一
区
あ
た
り
三
千
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
自
主
事
業
費

を
一
気
に
一
億
円
に
引
き
上
げ
、
全
体
と
し
て
区
役

所
の
予
算
権
限
を
大
幅
に
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
二
百
事
業
以
上
あ
っ
た
局
か
ら
区
へ
の
配
布
予

算
の
う
ち
、
お
よ
そ
百
事
業
が
区
づ
く
り
推
進
費
と

い
う
一
本
の
科
目
に
統
合
さ
れ
、
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
や
区
役
所
の
使
い
勝
手
の
視
点
か
ら
再
編
が
進
め

ら
れ
、
事
業
数
で
も
お
よ
そ
二
十
～
五
十
事
業
程
度

に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
区
役
所
の
行
う
独
自
の
事
業
の
領

域
が
拡
大
し
、
局
と
の
調
整
が
つ
け
ば
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
で
地
域
の
実
情
に
基
づ
く
各
種
の
事
業

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
①
バ
ス
停
留
所
の
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
や

区
民
の
利
用
し
や
す
い
区
庁
舎
環
境
整
備
、
②
一
人

暮
ら
し
老
人
の
安
否
確
認
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

者
や
要
援
護
老
人
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
局
を
先
取

り
す
る
先
駆
的
な
事
業
、
③
住
民
ニ
ー
ズ
を
よ
り
き

め
細
か
く
把
握
す
る
た
め
の
区
独
自
の
広
聴
制
度
な

ど
様
々
な
分
野
で
区
役
所
で
企
画
し
た
事
業
が
始
ま

っ
た
。
ま
た
、
全
区
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
各
区

毎
に
地
域
の
資
源
を
生
か
し
在
宅
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
き

め
細
か
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

（
注
５
）
「
最
も
困
窮
し
た
都
市
自
治
体
」
を
リ
ス
ト
化

す
る
方
法
。
地
域
全
体
が
困
窮
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

部
分
的
に
困
窮
度
の
高
い
地
域
を
漏
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
対
象
リ
ス
ト
の
作
成
の
た
め
に
４
つ
の
Ｉ
Ｌ
Ｄ
尺

度
す
べ
て
を
用
い
て
い
る
。
四
つ
の
指
標
と
は
、

D
E
G
R
E
E
　
R
A
N
K
　
（
地
域
困
窮
度
）
、
Ｅ
Ｄ
-
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

（
困
窮
地
区
割
合
）
’
　
W
A
R
D
　
I
N
T
E
N
S
I
T
Y
（
困
窮
地

区
の
困
窮
度
）
W
A
R
D

E
X
T
E
N
T
（
人
口
に
よ
る
困

窮
地
区
割
合
）
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的
確
に
応
え
る
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
期
待

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
区
役
所
が
自
ら

事
業
を
企
画
し
、
説
明
し
、
予
算
を
要
求
す
る
こ
と
、

ま
た
、
適
正
な
執
行
を
し
、
決
算
を
説
明
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
結
果
、
区
役
所
職
員
の
意
識
改

革
が
進
み
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
の
解
決
の
道
は
何
か
を
自
ら
考
え
議
論
し
戦
略
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
６
）
。

③
―
区
づ
く
り
推
進
費
の
課
題
と
新
し
い
動
き

　
こ
こ
で
は
、
よ
り
市
民
の
日
常
生
活
に
近
い
地
域

主
導
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
今
後
の
あ
り
方
を

考
え
て
み
た
い
。

ア
個
々
の
地
域
課
題
の
特
性
や
有
効
な
解
決
方
策

に
必
要
な
き
め
細
か
な
地
域
資
源
の
情
報
収
集

　
区
役
所
は
一
般
的
に
局
よ
り
も
地
域
の
詳
細
な
情

報
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
苦
情
・
陳

情
・
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
地
域
以
外
は
情
報
が
少
な
が

っ
た
り
、
課
ご
と
に
お
い
て
、
所
管
に
係
る
情
報
は

あ
っ
て
も
そ
れ
以
外
の
分
野
の
情
報
は
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
つ
の
事
業
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
や
規

模
が
個
々
の
市
民
や
地
域
か
ら
見
て
大
き
す
ぎ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
対
応
し
た
一
番

最
適
な
現
実
的
課
題
に
対
す
る
解
決
方
策
を
模
索
す

る
よ
り
も
、
抽
象
的
で
一
律
公
平
的
な
「
公
共
性
」

に
依
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
一
定
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
優
先
度
を
考
慮
す
る

に
際
し
て
は
、
単
一
的
課
題
と
し
て
で
は
な
く
、
複

合
的
な
課
題
と
し
て
の
視
点
を
も
つ
べ
き
だ
ろ
う
。

イ
地
域
の
独
自
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
自
主

的
な
課
題
解
決
力
を
形
成
す
る
と
い
う
視
点

　
現
行
の
多
く
の
事
業
は
計
画
・
意
思
決
定
・
実

施
・
検
証
の
各
場
面
で
、
行
政
が
主
要
な
主
体
と
し

て
遂
行
し
、
実
質
的
な
責
任
を
持
つ
こ
と
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
を
担
え
る
他
の
主
体

（
例
え
ば
、
自
治
会
・
町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市

民
活
動
団
体
な
ど
）
が
地
域
に
あ
る
場
合
で
も
そ
の

主
体
と
の
実
質
的
な
役
割
と
責
任
分
担
の
適
切
な

ル
ー
ル
化
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
ろ
う
。
各
主
体
が
協
力
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
し
く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ
た
と
き
、
地
域
の
課

題
の
客
観
的
な
把
握
と
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

事
業
の
重
点
化
と
優
先
順
位
の
つ
け
方
お
よ
び
地
域

の
主
体
の
能
力
開
発
が
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た

視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
区
づ
く
り
推
進
費
の
使

わ
れ
方
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
が
、
そ
う
し
た
方
向
へ
の
発
展
の
可
能
性
を
持

っ
た
事
業
も
最
近
で
は
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
保
土
ヶ
谷
区
が
平
成
十
年
度
か
ら
始
め

た
「
ほ
ど
が
や
特
色
あ
る
商
店
街
モ
デ
ル
事
業
」
で

は
、
ま
ず
初
年
度
に
お
い
て
、
衰
退
が
続
く
区
内
の

全
商
店
街
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。
区
内
の
商
店
街

を
取
り
巻
く
現
状
を
把
握
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
続
く
十
一
年
度
は
、
特
に
支
援

の
必
要
な
商
店
街
を
選
び
、
活
性
化
の
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
組
織
の
強
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

空
き
店
舗
対
策
な
ど
必
要
に
応
じ
て
支
援
し
て
い
く

も
の
で
、
商
店
街
の
特
色
を
打
ち
出
し
活
性
化
を
図

る
こ
と
で
住
み
良
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
に
お
い
て
は
、
対
象
エ
リ
ア
を
商
店
街

と
い
う
小
地
域
に
限
定
し
、
そ
の
地
域
で
の
き
め
細

か
な
現
状
把
握
と
地
域
資
源
の
発
掘
を
行
い
な
が
ら
、

商
店
街
の
主
体
的
活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

４

地
域
の
複
合
的
な
課
題
の
自
立
的
な
解
決
を

促
す
「
持
ち
寄
り
型
」
事
業
費
の
開
発

　
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
の
課
題
お
よ
び
欧
米

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
に
学
び
次
の
よ
う
な

新
た
な
取
組
を
考
え
た
い
。

①
　
地
域
計
画
あ
る
い
は
地
域
指
標
な
ど
に
よ
る
、

各
々
の
地
域
の
「
課
題
複
合
的
な
観
点
」
で
の
特
性

の
明
確
・
客
観
化
と
共
有
化
の
方
法
の
開
発
。

②
　
人
材
、
物
財
、
資
金
な
ど
既
に
あ
る
地
域
資
源

に
つ
い
て
の
情
報
の
収
集
と
共
有
化
、
及
び
「
持
続

的
な
発
展
の
観
点
」
か
ら
充
分
で
か
つ
無
理
の
な
い

活
用
の
方
策
の
開
発
。

③
　
地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
連
携
に
よ
る
合
意
形

成
能
力
、
遂
行
能
力
や
責
任
能
力
な
ど
を
、
お
仕
着

せ
で
は
な
い
「
実
質
的
な
地
域
発
意
を
尊
重
・
評
価
」

す
る
し
か
け
の
開
発
。

④
高
齢
化
に
向
け
た
地
域
福
祉
と
住
環
境
改
善
・

商
店
街
再
生
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
解
決
の
必
要
な

地
域
で
、
現
に
様
々
な
主
体
が
自
主
的
に
協
力
し
て

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
「
モ
デ
ル
的
な
横
割

り
型
事
業
費
」
の
あ
り
方
の
開
発
。

⑤
　
公
的
な
事
業
費
の
支
出
の
費
用
と
公
益
効
果
に

つ
い
て
、
地
域
の
自
主
的
な
課
題
解
決
能
力
の
育
成

の
観
点
か
ら
の
「
自
己
測
定
・
診
断
シ
ス
テ
ム
の
研

究
及
び
市
民
、
市
議
会
へ
の
情
報
提
供
、
意
思
確
認

の
場
の
確
保
」
の
仕
組
み
の
開
発
。

　
以
上
の
取
り
組
み
を
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
た
ら
ど
う
か
。

Λ
大
木
＝
財
政
局
総
務
課
課
長
補
佐
調
査
係
長
／
竹

前
＝
市
民
局
地
域
振
興
課
企
画
係
長
Ｖ

（
注
６
）
「
都
市
経
営
の
科
学
」
（
中
央
経
済
社
）
第
６

章
「
大
都
市
行
政
内
部
分
権
化
と
市
民
参
加
」
（
鈴
木

隆
著
）
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